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１ 問題の所在  
 
本研究は，昭和前半期１）に実施された修学旅行が，戦後日本のツーリズム２）形成に対し
て与えた影響について考察するものである。   
日本の旅行マーケットは戦後，マスツーリズムと表現される旅行ブームを現出した。石






































































































































































先行研究ではその嚆矢を 1886（明治 19）年 2月に実施された東京高等師範学校の「長途









































































































































































































































































精神文化研究所が 1932 年（昭和 7）年に設置されていたが，答申後は『国体の本義』２２）
（1937）の刊行などが行われた。ここに，教育や学問を天皇制教化や政治に直結させる方
針が明確にされ，天皇は「現人神」であると説かれた。『国体の本義』は全国の学校，官庁
に配布され修身科の聖典となった。                          
































                   （『新城小学校文書綴り抜粋(3)．36-37頁』）２３） 
   
また，同「第五章の三．遠足，旅行，登山等の奨励」では，次のように説明している。 




































ついには戦争に必要な国民教育・教化体制が確固として樹立され，昭和 20年 8月 15日の
敗戦と同時に，それまでの教育は崩壊を見た」（同書．49頁）と記している。 













































に載せられた二宮金次郎である。二宮金次郎像建立が各地ですすめ   
第 1 図二宮金次郎像  られ，中には戦後建立のものもあり，二宮尊徳に理想的人間像を求   
東京都大田区立山王小学校  めていた（第１図）。 


































































動員業務にかり出された。1941（昭和 16）年 2 月には，「青少年学徒食糧飼料増産運動実
施に関する件」が通牒され，年間 30日以内は授業を食糧増産に向けてもよいこととなった。
1943（昭和 18）年 6 月には，「学徒戦時動員体制確立要綱」が閣議決定され，教育錬成の















１）ＧＨＱ教育改革と教育現場   








































を解除し，県においても 8 月 19 日に解除した。県の通牒は，これらの指示にあわせて，
特に教職員に対して奮励自覚を求め，人心動揺の中で確固たる時局認識をもち指導に当た
ることを求めたものであった（三重県総合教育センター 1982．2-3頁）。 




た。9 月 15 日文部省は，「新日本建設の教育方針」を発表し，国体の維持に務めながら文
化国家，平和国家，道義国家の建設がなされねばならないとした。9 月 20 日には，「終戦
に伴ふ教科書図書取扱方に関する件」の通達で戦時教材の省略と削除を指令し，10 月 6日，
「戦時教育令」２４)を廃止した。 
 この間，連合国軍最高司令部は，９月に民間情報教育局（Civil Information and 
Education―ＣＩＥ）を設け，10 月から 12 月にかけて「教育の四大指令」を発した。10
月 22日の，「日本教育制度に対する管理政策」で総括的な方針を示し，10月 30日，「教員







危険を感じて審査前に自ら退職したものを加えると，全国で 11 万 5,778 人が教育界を去
った（百瀬 2006．110-112 頁)。 
 三重県では，1945（昭和 20）年 10月 22日，「時局の急転に伴う学校教育に関する通牒」



















































日本の教育改革の方向性を決める契機となったのは，1946（昭和 21）年 3 月に来日した，









 1946（昭和 21）年 8月，政府に教育刷新委員会が設置された。文部大臣ではなく内閣の
諮問機関であり，政府の意向から独立した自主性と自立性を強く保障されていた。この委
員会のもとで，教育基本法，学校教育法，教育委員会法など教育の基本法制が整備された。 



















     1. 国民の基礎教育を拡充するため，就業 3ヶ年の中学校を置くこと。 
22 
 
      2. 右の中学校は，義務制とすること，全日制とすること。 
      3. 校舎は，独立校舎とすること。 
      4. 校長及び教職員は，専任とすること。 
      5. 各市町村に設置すること。 
      6. 教育の機会均等の趣旨を徹底させるため，国民学校初等科に続く学校としては，右
の中学校のみとすること。 
      7. 右の中学校制度は，昭和 22年 4月から，これを実施すること。 
      8. 右の実施に関しては，適当な経過措置を講ずること。  （『教育刷新委員会要覧』） 
しかし，この新たな学校体系の実現は容易なものではなく，新生中学校の独立校舎問題，
教員の不足などの深刻な状況の地域が多かった。例えば，横浜市では，小学校の復旧もま
まならない状態で，新生中学校は 1947（昭和 22）年に 43校発足したが，独立校舎があっ
たのは 11校であった（横浜市教育史刊行委員会 1978．530頁）。 
















































































































消費抑制策下においても，伊勢神宮への修学旅行は，外宮・内宮   
参拝者の合計で 1939(昭和 14)年に 2,200,123人とピークに達し，  
1941(昭和 16)年には，1,577,722人と減少したものの 1942(昭和 17) 
年，1,969,823人に回復し，戦況の悪化してきた 1943(昭和 18)年に  
も 1,121,583人の生徒児童が訪れている(第 1表)。ほとんどの学校           
第 2図「神都読本」  が両宮を参拝しているため，実際の伊勢訪問者数はこの半分とみる
（1935 年）松本久雄氏蔵  のが妥当だが，同時期の奈良市への修学旅行生は，1939(昭和 14)
年，882,000人，1941(昭和 16)年，885,000人，1943(昭和 18)年，816,000人（「統計なら

















　　年度 修学旅行生 総参拝客数 備　　　　考 　　年度 修学旅行生 総参拝客数 備　　　　考
1925 611,601 2,779,433 1951 0 2,571,141
1926 706,628 2,914,130 1952 844,360 3,054,762 日本主権回復
1927 681,912 2,630,448 金融恐慌 1953 982,024 4,820,192
1928 713,511 2,899,508 1954 1,127,031 4,717,085
1929 842,825 3,846,120 1955 1,135,046 4,100,310
1930 739,579 3,213,504 1956 1,055,777 4,321,749
1931 745,713 3,220,944 満州事変勃発 1957 904,181 4,195,093
1932 823,162 3,339,245 上海事変勃発，5.15事件 1958 1,048,606 4,361,439
1933 961,070 3,642,386 1959 1,051,529 4,303,058
1934 1,061,129 3,783,412 1960 1,125,569 4,818,953
1935 1,285,177 4,156,119 1961 962,483 4,914,491
1936 1,456,348 4,373,626 2.26事件 1962 856,419 5,106,119
1937 1,584,278 5,541,367 日中開戦 1963 790,064 5,194,155
1938 1,923,414 6,558,616 国家総動員法施行 1964 754,205 5,591,324 オリンピック東京大会，東海道新幹線開通
1939 2,200,123 7,326,623 第2次世界大戦開戦 1965 731,954 5,979,897
1940 1,943,516 7,982,533 紀元二千六百年，文部省修学旅行抑制策 1966 697,134 6,160,544
1941 1,577,722 7,451,077 国民学校令，太平洋戦争開戦 1967 652,145 5,574,622
1942 1,969,823 7,778,193 1968 619,194 5,879,395
1943 1,121,583 6,785,476 1969 563,734 6,197,406
1944 314,052 4,931,570 学徒勤労令 1970 528,054 6,183,802 万国博覧会(大阪)開催
1945 81,612 1,571,025 太平洋戦争終戦 1971 516,194 6,185,191
1946 345 1,139,223 天皇人間宣言，日本国憲法公布 1972 505,123 6,203,413 冬季オリンピック札幌大会，沖縄施政権返還
1947 0 835,636 1973 497,353 8,590,126
1948 0 1,257,454 1974 517,116 8,083,916
1949 0 1,240,040 1975 499,462 6,575,048
1950 0 1,782,167 1976 528,236 6,720,972
　　　　注）単位：人　　　資料）「伊勢市観光統計２０１１」
第 1 表 伊勢神宮参拝客数 
 















第 3図 中村物産店（勢乃國屋）            第 4 図 勢乃國屋 













    
第 5図 「勢乃國屋資料」顧客カード・顧客カードボックス 
第 6図 「勢乃國屋資料」予約ハガキ      第 7図 「勢乃國屋資料」来店整理票 
第 8図 岩戸屋大食堂・物産店（昭和 10 年代）      第 9図 岩戸屋 
     (『岩戸屋写真帳』1937より転写)        （撮影筆者：2009年 8月） 
校分の「顧客カード」（第 5図）が存在した。そのほか，学校からの予約ハガキ 450枚（第 
6図），礼状などのハガキ・封書 403通，修学旅行のしおり・行程書 13校分に加えて，集
中して来店する修学旅行の来店整理表（第 7図）が現存した３０）。    
勢乃國屋資料が作成された時代，内宮前には主なる土産物店が７店あった３１）。当資料
は，そのうちの１軒に関連したものであり当然資料的限界はある。同じ内宮前の土産物店
「岩戸屋」（第 8・9 図）が 1937(昭和 12)年に発行した『岩戸屋写真帳』によれば，1936


































師数 480家，檀家数約 456 万余戸）となっていることから，宇治と山田の御師による配札
は，当時の全戸数（約 700 万戸）の 80%に及んでいた（伊勢市教育委員会 2003．24頁）。

























三重県伊勢市は県東南部に位置し，2005（平成 17）年 11 月 1 日，旧伊勢市・二見町・
小俣町・御薗村が合併し，新「伊勢市」が誕生した。人口 134,973人，49,045世帯（2005
年国勢調査結果）である。伊勢志摩国立公園において，伊勢神宮参拝客数 883万人（内宮








































第 10図 鉄道路線図(1941 年)  






















第 2表 伊勢志摩国立公園における主要観光地利用者及び宿泊者の変遷 
 
・伊勢市の太平洋戦禍と観光地としての性格の変質 
1945（昭和 20）年 7月の空襲で，市内枢要地区はほとんど焼失，市街地面積の 50%，全
戸数の 30%に当たる 4,527 戸を焼失した（伊勢市 1968．445頁）。これによって，山田駅が
罹災し，外宮前に鳥居前町を形成していた旅館街のほとんどを焼失した。   
伊勢神宮への参拝客数は両宮計で，1947（昭和 22）年には 835,636人，1948（昭和 23）
年には 1,257,454人と大きく落ち込んだが，それ以降復活をみせ，第 60回式年遷宮の 1973
（昭和 48）年には，8,590,126人を示した。宿泊客数の推移を見ると，1935（昭和 10）年
伊勢市は 398,637人，二見町 324,615人，鳥羽市はわずか 27,925人であったが，1960（昭














1935 1950 1955 1960 1965 1970 1973年
内　　　宮 1,892,793 707,453 2,048,851 2,452,639 3,119,411 3,510,835 5,041,654
真　珠　島 － － 431,776 850,291 1,248,643 1,277,793 1,415,327
大王崎灯台 － － 24,097 86,782 147,272 208,213 237,107
1960年比 内　　　宮 77 29 84 100 127 143 205
　 真　珠　島 　－ 　－ 51 100 147 151 166
大王崎灯台 　－ 　－ 28 100 170 240 273
伊　勢　市 398,637 64,939 130,185 194,231 233,903 351,465 287,887
二  見  町 324,615 183,688 484,059 636,209 574,983 584,558 629,893
鳥　羽　市 27,925 54,250 218,224 312,560 592,989 947,300 1,184,089
浜　島　町 － － － 41,114 59,257 195,736 332,282
阿  児  町 － － － － 127,376 209,223 288,745
1960年比 伊　勢　市 205 33 67 100 120 181 148
二　見　町 51 29 76 100 90 92 99
鳥　羽　市 9 17 70 100 190 303 379






















を持っていた。就学強制年限は，1907（明治 40）年勅令第 52 号小学校令中改正により，
尋常小学校が 6 年制となったとき 6 年となり(1908 年実施)，これが 1939(昭和 14)年まで
続いた（百瀬 2002．372 頁）。就学学齢児童の就学率は，1936(昭和 11)年において 99.6%
とほぼ全児童が義務教育に就学していた。入学児童の所定年限後における卒業比率は，1937
（昭和 12）年度入学，1942（昭和 17）年度卒業児童の場合をみると 97.4%と高率で，６カ
年の義務就学期間の課程をほぼ完全に終了するようになっていた。尋常科終了後，旧制中
学校・高等女学校・実業学校などの旧制中等教育学校や高等小学校，青年学校に進学する













第 12図小学校修学旅行生   ◎敬神崇祖の美風をなす我国民の全国より子来せられます参宮旅客は    
昭和 10年代・山田館前）   一ヶ年数百万人を算し，しかも年と共に其数の増加せらるる際． 








 ◎昭和 11年度に於ける学校及び参宮団体の岩戸屋無料休憩所利用数は， 
   ・各駅長主催団体，工場慰安旅行，其他 大小参宮団体  七百八十八団体 






戸屋無料休憩所の御利用を希望致します．                昭和 12年 3月 
 
昭和 10 年代は伊勢神宮修学旅行のピークの時代である。1936（昭和 11）年には，岩戸
















































































とめて宿に渡す） 宿舎前整列（6:30） 外宮参拝（7:00）各校別参拝人員守衛に届出 服装を正し御手洗にて口をすすぎ手
を洗ふ 神域内静粛，並足歩調，二拝二拍一拝 電車に乗車（7:30） 宇治橋下車点呼（8:00） 内宮参拝（各校別参拝人員
守衛に届出）服装，手洗，口すすぎ外宮と同じ 神域内静粛，並足歩調，二拝二拍一拝，奉頌歌 神楽殿集合（8:50）御神楽
奉納 （厳粛無言修祓の御祈祝詞は終るまで礼）退下 宇治橋外苑にて写真撮影（10:30）後宇治橋茶店にて昼食 宇治橋
終点にて電車に乗車（午後0:30） 二見駅（1:00）後間食許容 二見省線駅前集合（2:27） ホームに入る（2:37） 二見駅発
（2:57） 鳥羽駅着（3:07） 見学 Ａ班 日和山，水族館 Ｂ班 水族館，日和山 鳥羽駅前集合 一・三班(5:00) 二班(6:20)




班別 起床，洗面（手早く，水を経済に）（5:00～6:00）朝食 班別 宿舎前集合（水筒に水を入れる） 山田駅前集合 二・三
班（6:20） 一班(7:10) 山田駅発 二・三班（6:58） 一班(7:40) 汽車中間食，伝票にて配布食許容 奈良駅着 二・三班
（11:13） 一班(11:47) 荷物は車中に置く 駅前にて水筒の水補充 駅前整列，点呼 開化天皇御陵，猿沢池，大石段下
写真撮影，鹿寄，昼食，春日神社，手向山八幡，若草山，大鐘，東大寺，興福寺，南圓堂 奈良駅前集合 二・三班（午後
2:30） 一班(3:00) 奈良駅発 二・三班（3:03） 一班(3:26) 後間食許容 桃山駅着 二・三班（4:12） 一班(4:16) 荷物は車






今出川 下車（東山二条即ち平安神宮傍） 平安神宮(9:40)写真撮影，インクライン，知恩院 円山公園(11:30)昼食 円山公
園出発(午後0:30) 八坂神社，清水寺，方廣寺，豊国神社，三十三間堂 東本願寺（3:50） 駅前ハトヤ広場着(4:20)，休憩
























宮」の文字が入っているのが 3校，実施形態で連合  








に，奈良猿沢池畔の旅館を朝 7時に出発し，奈良駅 11時 02分発の列車に乗り込む約 4時
間の間に，鹿寄せ，開化帝陵，猿沢池，春日神社，若草山，手向山八幡，三月堂，二月堂，
東大寺，大仏，興福寺の南圓堂，北圓堂，五重塔を見学後列車で桃山駅に向かい，桃山御



















栞 1 　静岡県引佐郡三ヶ日尋常高等小学校 参宮旅行の栞　　　　　　　　　　　　　　　（昭和13年3月実施）
タ 2 　東京市立江戸川区小学校神宮参拝団 卒業紀年　参宮旅行の栞　　　　　　　　（昭和12年１月実施）
イ 3 　埼玉県川口第三尋常小学校 旅の友　川口市小学校参宮団　　　 　（昭和12年・実施月不明）
 ト 4 　福井市福井第二小学校 修学旅行の栞　　　　　　　　　　　　　　　 （昭和12年6月実施）









































































































をつかむことができる。小学校の旅行日程は 3日から 5日間であったが，6日間が 1校，7
日間が 2校，8日間が 3校，大邱師範学校は 12日間の旅行を実施している。行程には車船










ら 1937（昭和 12）年に毎年来店の記録がある。1936（昭和 11）年の行程書を分析する。
秋田から夜行列車 2泊，旅館 4泊の 7日間で，東京，山田（伊勢），橿原神宮，吉野，大阪，
奈良，桃山，京都を巡る実に旅への情熱さえ感じられる大旅行を行っている。参拝，見学
場所の詳細な記載はされていないが，それぞれの場所の滞在時間をみる。東京 2日間，伊
勢 4時間，橿原 30分，吉野は夕方到着し，翌日は朝 6時から 2時間半で見学，大阪 4時間，
奈良 3時間半，京都駅に夜 7時 26分に着き，翌日は桃山・京都市内を 1日かけて見学。京



























































第 16図 「勢乃國屋資料」           第 17図 「勢乃國屋資料」 











































































































































道府県 小学校 中学校 実業系 高女他 高師・師範 合計 道府県 小学校 中学校 実業系 高女他 高師・師範 合計
北海道 0 16 14 33 3 66 大阪 62 10 14 24 2 112
青森 3 4 5 8 2 22 兵庫 168 7 15 22 1 213
岩手 1 4 6 13 2 26 奈良 25 3 1 5 1 35
宮城 0 4 11 10 2 27 和歌山 60 2 4 10 1 77
秋田 3 5 5 17 2 32 鳥取 23 3 6 6 2 40
山形 0 8 9 14 2 33 島根 9 1 13 14 2 39
福島 1 11 15 9 2 38 岡山 43 8 14 33 2 100
茨城 0 7 18 17 3 45 広島 27 8 15 35 3 88
栃木 1 8 17 17 2 45 山口 4 6 10 21 3 44
群馬 23 9 11 19 2 64 徳島 37 3 5 10 2 57
埼玉 21 7 21 21 2 72 香川 27 1 10 10 2 50
千葉 5 16 15 21 2 59 愛媛 20 7 12 17 2 58
東京 186 42 50 104 5 387 高知 12 3 4 7 2 28
神奈川 49 15 11 37 2 114 福岡 6 14 20 47 3 90
新潟 2 13 19 26 3 63 佐賀 0 3 6 12 2 23
富山 21 5 11 15 3 55 長崎 1 7 3 15 2 28
石川 35 7 8 14 2 66 熊本 14 4 13 22 2 55
福井 42 5 7 7 1 62 大分 2 3 8 16 2 31
山梨 21 3 9 9 2 44 宮崎 0 6 8 9 2 25
長野 132 11 19 22 2 186 鹿児島 1 1 9 18 3 32
岐阜 64 4 5 6 3 82 沖縄 0 2 1 1 2 6
静岡 92 12 23 34 2 163 台湾　 10 9 7 9 4 39
愛知 49 2 1 7 0 59 朝鮮 2 27 49 42 5 125
三重 4 1 0 2 0 7 満州 3 8 11 14 3 39
滋賀 27 0 0 1 1 29 樺太 0 0 0 4 0 4






第 6表 伊勢神宮参拝道府県別学校数・人員 (1935年) 
 
第 7表 道府県別・校種別勢乃國屋修学旅行来店校数（1929～1940年） 
 
校数 人員 校数 人員 校数 人員 校数 人員 人員（％） 校数 人員 校数 人員 校数 人員 校数 人員 人員（％）
北海道 0 0 90 5,899 90 5,899 45 2,950 0.5 兵庫 996 89,029 89 5,832 1,085 94,861 543 47,431 7.4
青森 0 0 38 2,458 38 2,458 19 1,229 0.2 奈良 216 20,309 36 2,822 252 23,131 126 11,566 1.8
岩手 0 0 34 1,561 34 1,561 17 781 0.1 和歌山 286 21,269 29 1,873 315 23,142 158 11,571 1.8
宮城 0 0 64 3,285 64 3,285 32 1,643 0.3 鳥取 82 5,278 35 1,501 117 6,779 59 3,390 0.5
秋田 0 0 50 3,456 50 3,456 25 1,728 0.3 島根 6 200 35 1,781 41 1,981 21 991 0.2
山形 2 164 59 4,534 61 4,698 31 2,349 0.4 岡山 312 25,838 109 5,942 421 31,780 211 15,890 2.5
福島 2 96 66 5,177 68 5,273 34 2,637 0.4 広島 215 10,704 129 8,948 344 19,652 172 9,826 1.5
茨城 0 0 94 5,481 94 5,481 47 2,741 0.4 山口 2 12 90 6,021 92 6,033 46 3,017 0.5
栃木 12 1,948 58 3,423 70 5,371 35 2,686 0.4 徳島 169 9,914 32 1,471 201 11,385 101 5,693 0.9
群馬 0 0 74 6,212 74 6,212 37 3,106 0.5 香川 135 10,378 51 2,493 186 12,871 93 6,436 1.0
埼玉 0 0 85 5,816 85 5,816 43 2,908 0.5 愛媛 73 4,802 65 3,611 138 8,413 69 4,207 0.7
千葉 2 33 90 4,743 92 4,776 46 2,388 0.4 高知 14 859 33 1,530 47 2,389 24 1,195 0.2
東京 1,171 138,422 461 33,728 1,632 172,150 816 86,075 13.4 福岡 0 0 164 12,501 164 12,501 82 6,251 1.0
神奈川 191 11,501 113 9,129 304 20,630 152 10,315 1.6 佐賀 0 0 34 2,762 34 2,762 17 1,381 0.2
新潟 0 0 104 5,653 104 5,653 52 2,827 0.4 長崎 0 0 38 2,242 38 2,242 19 1,121 0.2
富山 104 4,869 39 2,478 143 7,347 72 3,674 0.6 熊本 2 14 60 3,750 62 3,764 31 1,882 0.3
石川 70 6,387 55 2,794 125 9,181 63 4,591 0.7 大分 2 16 50 2,688 52 2,704 26 1,352 0.2
福井 124 8,403 51 2,948 175 11,351 88 5,676 0.9 宮崎 0 0 39 1,829 39 1,829 20 915 0.1
山梨 44 3,146 42 3,060 86 6,206 43 3,103 0.5 鹿児島 0 0 49 3,197 49 3,197 25 1,599 0.2
長野 598 44,093 105 6,186 703 50,279 352 25,140 3.9 沖縄 0 0 9 308 9 308 5 154 0.0
岐阜 408 36,508 38 2,155 446 38,663 223 19,332 3.0 台湾　 24 587 51 2,340 75 2,927 38 1,464 0.2
静岡 674 61,681 125 8,487 799 70,168 400 35,084 5.5 朝鮮 2 40 169 9,636 171 9,676 86 4,838 0.8
愛知 1,000 108,671 47 4,555 1,047 113,226 524 56,613 8.8 関東州 0 0 12 1,162 12 1,162 6 581 0.1
三重 1,007 156,990 504 50,816 1,511 207,806 756 103,903 16.2 満州在留邦人 2 16 26 1,308 28 1,324 14 662 0.1
滋賀 334 26,576 8 284 342 26,860 171 13,430 2.1 支那在留邦人 2 246 12 644 14 890 7 445 0.1
京都 619 55,989 65 3,293 684 59,282 342 29,641 4.6






内宮+外宮 内宮+外宮 内宮+外宮 伊勢市来訪校・人員
小学校 中学校他 合計 概　　　数
内宮+外宮 伊勢市来訪校・人員
合計 概　　　数
       　注３） 植民地名は原資料通り記載。
         資料）「勢乃國屋資料」の，八王子尋常小学校長・河本巌氏の資料をもとに作成。注５２参照。
　       注４）「伊勢市来訪校・人員概数」は，ほとんどの学校が内宮・外宮の両宮を参拝しているため，両宮参拝計の2分の1とした。　　










 勢乃國屋資料 3,379枚の顧客カードのうち，紹介欄に記載があるものは 2,695枚で，旅
館名が 2,216枚，店へ直接予約と判断されるものが 389枚，バスと記入されているものが























て来店何日前に予約ハガキが発送されているかに注目した。 1934（昭和 9）年から 1938
（昭和 13）年に来店の予約ハガキの中で，記載項目の判読可能な 417校分を分析対象とし
たが，平均値は 13.5日前であり，最長 43日，最短 1日であった。さらに単なる立ち寄り






















れる。1936（昭和 11）年 5月 5日に来店の大分県立日出高等女学校へは，4月 8日に神代
餅を発送しているが，予約ハガキの消印は 4月 11日。勢乃國屋は例年来店すると予想され
る 1か月ほど前に，予約ハガキを同封した自店の名物神代餅を学校あてに送付していた。
遠くは朝鮮半島全羅北道裡里農林学校の 1936（昭和 11）年 4月 11日消印の礼状がある。














































































































































きた学校行事に着目する。新城小学校に，悉皆記録ともいえ     
第 19図 新城小学校  る 1888（明治 21）年以降，現在に至る「学校日誌」が存在し
（筆者撮影：2009年 8月）  た（1956～1958年は欠落）。また，この「学校日誌」（1888～ 
1980 年分）と，「新城小学校文書」（1931～1951 年分）を，丸山俊治氏（2000 年 4 月
～2004年 3月同校校長）が活字化された『新城小学校の歩み』全 11巻と，『新城小学
校文書綴抜粋』全８巻がある。「学校日誌」は，創立以来欠落しているのは３年分のみ
であり，保存状態もよい (第 20図)。  















































第 21図 新城市位置図 
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山，本宮山などが標高 500 から 700mの峰を連ねており，左岸には渥美半島に延びる赤石山












 1955(昭和 30)年 4月 15 日，町村合併促進法に基づき，南設楽郡新城町，千郷村，東郷
村，八名郡舟着村，八名村の 5町村が合併し，愛知県第二位という大きな南設楽郡新城町
となった。その後，地方自治法特例法により 1958（昭和 33）年，愛知県下 23番目の市と
して誕生し，2005（平成 17）年，新城市，鳳来町，作手村が新設合併し新「新城市」とな
った(新城市三十年誌編集委員会 1990)。「2005年国勢調査結果」によれば，人口は 52,178 




















1887（明治 20）年 尋常小学新城学校 
 1892（明治 25）年 高等科併置（新城尋常高等小学校） 
 1897（明冶 30）年 高等科分離（新城尋常小学校）となり，東入船（現市庁舎）に新
校舎 
 1910（明治 43）年 高等科を併置（新城尋常高等小学校） 
 1914 (大正  3) 年 校舎を現在地に移転 
 1941（昭和 16）年 新城国民学校 





 1937(昭和 12)年度 4月 13日現在の同校生徒数は，尋常科が男 537名，女 542名で計 1,079
名，高等科は男 114名，女 78名の計 192名である(『新城小学校文書綴抜粋（2）』164 頁：
以下，本章では『文書綴』と表記)。 























尋常科卒業者の進路は（第 9 表）1936(昭和 11)年 3 月卒業の男子 80 名の内，高等小学
校へ 65 名，中学校などの上級学校へ 8 名と進学率は 90%を超え，女子は 82 名中，高等小
学校へ 43名，高等女学校などの上級学校へ 22名と約 80%で，全体で 85％を示し全国平均
とほぼ同率である(Ⅲ章 4．1参照)。1935(昭和 10)年 10月 9日付で，愛知県学務部長あて
に提出された「昭和十年三月卒業(退学)就業状況調」（『文書綴』（2）．48 頁）では，尋常
科卒業男子 78 名中，上級学校へ進学 66 名（84.6%），家事従事 2 名，雇用されたもの 10
名，女子は卒業者 84名中，それぞれ 68名（81.0%），5名，11名であった。当地域の教育
熱の高さを表す。次に，上級課程へ進学を希望しながら家庭の事情で果たせなかった児童
の状況を見る。1938(昭和 13)年 7 月 20 日付，愛知県学務部長あての「上級学校入学志望
児童に関スル件回答」（『文書綴（2）』．271 頁）によれば，1934(昭和 9)年から 1938(昭和
13)年の 5 年間で，尋常科男子は卒業者 419 名中，中学校へ入学したもの 77 名，「英才と






















































































   4月 入学式 始業式 天長節 身体検査 本校組織発表 学校学級経営案 通学団会議 始業時
(8時半) 
   5月 遠足 少年赤十字団入団式 海軍記念日 父兄会 少年消防隊演習 始業時（8時） 
   6月 修学旅行 虫歯予防日 時の記念日 
   7月 授業短縮 水泳 第一学期終業式 （学期末事務） 通学団会議 
   8月 夏季休業 
   9月 第二学期始業式 短縮授業復旧 通学団会議 
   10月 運動会 遠足 始業時（8時半) 神社祭典 
   11月 明治節 始業時（9時） 
     12月 第二学期終業式 消防日 少年消防隊演習 
   1月 新年拝賀式 展覧会 第三学期始業式 
   2月 紀元節 学芸会 
   3月 陸軍記念日 卒業式 終業式 少年消防隊演習 新入児身体検査 
 月行事 
   1日 神社参拝 国旗掲揚 月行事月訓各部計画発表 奉安殿清掃  
57 
 
   5日 集金日（貯金 基本金 運動費） 
  7,8日 青年学校 
   10日 国民精神作興詔書奉読式 国旗掲揚 
   13日 戊申詔書奉読式 国旗掲揚 勤労日（道路愛護，其他） 
  17,8日 青年学校 
   20日 授業料納入 








拝し，神社祭典には学校を休業して参列する。海軍   
第 22図 富永神社      記念日，陸軍記念日，時の記念日の記念行事や勅語 
 (筆者撮影：2010 年 8 月)      ・詔書の奉読式と，学校のスケジュールはまさに儀
式のオンパレードであった。この行事表の同年度の「学校日誌」に記載されているのは，





















「新城尋常小学校」は，1941（昭和 16）年 4月 1日「新城国民学校」となった。国民学
校令が施行されたのを受けてのことである。「錬成」という概念が導入された。国民学校令



















 皇国ノ道ニ則リテ(原則) ――― 普通教育(内容) 
                 国民ノ基礎的錬成ヲナス(目的)  
 国家的立場より行はる（真に皇国民を錬成する根本目的が熾烈に強調） 
  個人の教育でなく，皇国の赤子，陛下の赤子を教育するのである  
 ※即ち全般を貫く根源を闡明し――総ての部分をして此の根源に発出せしめんとの一体的教育観に
出るもので今回の新制の基底をなす（興亜日本の教育の指導原理というべきである） 
 「斯ノ道」----- 結論，端的に言えば『皇運扶翼の道』 
 「普通教育」--- 普通教育を施すことにより「国民相互の理解」と「一致団結」とを期待し得る 
 「基礎的錬成」-- 錬成=錬度(養成・育成)のなまぬるくないこと 





















7月 25日（金） 勤労作業 （初 1・2）校庭除草  （初 3・4）砂遊び，水泳練習 
 （初 5・6）砂遊び，水泳練習 （高 1・2）校庭整理，草刈，水泳練習 
 7月 26日（土） 勤労作業 同上 
 7月 27日（日） 休   
 7月 28日（月） 耐熱遠足６２） （初 1・2）7時出発うでこき山（初 3・4）6時半出発 
石座神社 （初 5・6）６時半出発石座神社，天王神社 
（高 1・2）６時出発砥鹿神社 
 7月 29日（火） 勤労作業 （初 1・2）校庭除草 （初 3・4）砂遊び，水泳練習 
 （初 5・6）石運び，水泳練習 （高 1・2）校庭整理，草刈，水泳練習 
 7月 30日（水） 勤労作業  同上 
 7月 31日（木） 勤労作業  同上 
 8月 12日（火） 学級訓話  日誌検閲 通学団会 作業 
 8月 13日（水） 勤労作業  校庭作業 清掃作業 
 8月 23日（土） 学級訓話  日誌検閲 作業 



























況を呈している。        




















映画が３年生以上を対象に 1933（昭和 8）年 12月 6日に上映された。翌年には 5月 1日富
貴座において，「皇輝日本」を観覧している。また，時局に関する講演会も多数実施されて
いる。 






























終戦直前の学校のようすはどんな状態であっただろうか。1945（昭和 20）年 7月 1日か



















注意を促すものであろう。「詔書奉読」の記載は，1946（昭和 21）年 7 月 1 日を最後に姿
を消している。1946（昭和 21）年 8 月 21 日には，労働組合の総会に教員全員が出席し，

















































識型郷土教育の実践期 1928(昭和 3)～1931(昭和 6)年，第二期：自力更生型郷土教育の実
践期 1932(昭和 7)～1936(昭和 11)年，第三期：非常時局郷土教育の実践期 1937(昭和

























 （ヘ）自然利用・自然制馭ノ例 牟呂用水ト牟呂新田 一銀田及松原ノ洗瀬（後ニ箱瀬トイフ） 
・南設楽郡鳳来町 
観察指導スベキ事項 
 （イ）豊川上流ノ有様ト其ノ利用 水ノ利用 水力電気（南設楽郡長篠村字横川発電所）同発電所見




 （ニ）塊状火山ノ特徴 鳳来寺山（岩石ト地層ノ視察）設楽第三紀層ノ実地観察 
 （ホ）山地ト林業 寒狭川流域及鳳来寺山ノ林相 応用地質 粘板岩ノ利用・門谷硯石等 
地理教授ニ於テ地理的基礎観念ヲ養成スルタメ左記要領ニヨリ指導ス 
 山脈 雁峰山脈・弓張山脈 
 山岳 風切山・舟着山・鳳来寺山（火山）・本宮山 
 丘陵 八名村腕こき山・南設楽郡茶臼山等 
 河流 大入川 源ヲ本郡山吉田村ニ発シ舟着村日吉ニテ豊川ニ合ス 
    黄柳野川 本郡乗本ニテ豊川ニ合ス 












（イ）平坦部 船着村日吉以南豊川ノ流域平野 農業米麦 野菜養蚕等 
（ロ）北部山地 養蚕業，製茶業，果樹，林業―木材薪炭等 
（ハ）鉱 業 石巻村嵩山 石灰岩 七郷村井代凝灰岩ノ切リ出シ 
（ニ）工 業 新城町ニ於ケル各製糸業 
  交通 東海道線・豊川線・伊奈街道 
  都鄙 豊橋 政治・軍事・学術・商業・交通ノ中心地 
     新城 山間部ノ中心地 豊川 交通及遊覧都市 
  名所 新城桜淵，阿寺七滝，長篠古戦場，鳶巣山，松山越，富岡富賀寺，吉祥山，今水寺跡 























第 23図 有田小学校郷土教育資料（1928年）  第 24図 有田小学校「遠足細目」（1930 年） 
 
5)年の「遠足細目」（第 24 図）という冊子も残されている。その諸言には次のように記さ










































・1931(昭和 6)年 5月 11日付 
 実施月日：5月 18日 
 目的：1．体力養成 2．忍耐力自制力ノ養成 3．海ニ関スル理科的趣味ノ養成 
  Ａ 教授上 
    1．郷土地理観念養成 2．海ニ関スル観念ノ養成 3．潮ノ干満 4．海ニ棲息
スル動物ノ観察 5．海苔類繁殖ノ状態ノ観察 6．海岸ニ発生スル植物ノ観察 
  Ｂ 訓練上 
    1．自治的観念ノ養成 2．個性ノ観察 3．共同作業ニヨル相互扶助 
  Ｃ 養護上 
    1．新鮮ナル海岸ニテ一日保養セシム 2．身体ノ健康増進 
                           （『文書綴（1）』．10-12頁） 
  
・1931（昭和 6）年 9月 26日付 
実施月日：10月 1日   
  （尋常科第 1・2学年 339名） 
  場所        1．庭野神社（距離約１粁）  2．金剛山（距離 神社より 
300メートル） 
  目的        1．体力養成 2．登山趣味養成 3．敬神の念養成 4．地理観 
念の初歩教授 
  （尋常科第 3・4学年 344名） 
  目的地       1．東郷村茶臼山（往復約９粁） 2．岩倉神社 
  目的         1．体力休養 2．登山趣味養成 3．紀念碑参拝及び紀念碑につ 
68 
 
いて 4．附近の町村名，位置及草木に関する既有概念の整理  
5．敬神の念養成 6．地理観念の初歩教授 
  （尋常科第 5学年 高等科 1・2学年） 
  目的地       宝飯郡一宮村（長山公園） 
  距離        往復約 4里 
目的        体力養成 団体的行動の規律的訓練 







1927（昭和 2）年から 1960（昭和 35）年の遠足の目的地を『新城小学校の歩み』によっ


















 新城小学校の遠足は，「学校日誌」によれば太平洋戦争開戦後も 1941（昭和 16）年，1942



































1939 春 遠足 腕扱山
夏 心身鍛錬遠足
秋 遠足





















































































































































秋 遠足 　豊橋 風切山

















































　大洞山 　雁峯山 　本宮山 　湯谷
　※実施記録，春のみ
　大洞山 　清水野・富岡 　見代発電所 　鳳来寺山


























































次に，遠足の場合と同じ考え方で，1927（昭和 2）年から 1960（昭和 35）年の新城小学
校の修学旅行実施状況を分析する（第 11表）。 
















年度 方面 実施月日 旅行日数 学年 摘　　要
1927 伊勢旅行 記載なし 　　　　　　　？尋６




1929 伊勢地方 10/10～11 2 尋6
1930 伊勢・名古屋地方 11/05～0７ 3 尋6
1931 ※記載なし 10/01～03 3 尋6
1932 ※記載なし 06/10～11 2 尋6
1933 ※記載なし 06/08～10 3 ※記載なし
1934 山田・名古屋 06/04～06 3 尋6
1935 ※記載なし 06/04～06 3 尋6
1936 ※記載なし 06/04～06 3 尋6
1937 ※記載なし 05/15～17 3 尋6
1938 ※記載なし 06/01～03 3 尋6
1939 ※記載なし 06/01～03 3 尋6
1940 ※記載なし 06/12～15 4 高等科
※記載なし 07/06～07 2 尋常科
1941 ※記載なし 05/21～23 3 初等科 国民学校令















1951 ※記載なし 5/17～18 2 6
1952 奈良・名古屋 04/22～23 2 ※記載なし
1953 山田・奈良 04/21～22 2 ※記載なし 伊勢が復活
1954 奈良・山田 04/27～28 2 6 伊勢を継続
1955 京都・奈良 04/22～23 2 ※記載なし 伊勢をやめて京都・奈良
1959 ※記載なし 04/24～25 2 ※記載なし







































         注１）「方面」は学校日誌通りの表現とした。 





 第１日 5:00 富永神社集合 
     6:02 新城駅発（豊川線） 
     6:38 吉田駅着 
     6:51 豊橋駅発（東海道線） 
     8:23 名古屋駅着 
     9:13 名古屋駅発（鳥羽行き）  
     0:12 山田駅着 
        外宮参拝・徴古館・内宮参拝・二見海岸  二見海岸松坂屋吸霞園宿泊 
 第２日 6:00 宿出発  二見海岸・夫婦岩・水族館・ロープウエー 
     8:58 二見駅発 
     9:?? 鳥羽駅着 遊覧船にて島廻り・真珠養殖 海女見学 
     1:?? 鳥羽駅発 
     3:28 名古屋駅着 市電にて松坂屋・大須・政秀寺  駅前俵屋旅館宿泊 
 第 3日 7:00 宿出発 名古屋城・県庁・東山公園・築港・熱田神宮参拝 
     4:29 熱田駅発（東海道線） 
     5:54 豊橋駅着 
     6:10 吉田駅発（豊川線） 
     6:42 新城駅着 富永神社参拝後解散 
                         （『文書綴（3）』．22-23頁） 









1940（昭和 15）年に，文部省が 1943（昭和 18）年以降の修学旅行の自粛の通牒を発し
たが，愛知県においても，1941（昭和 16）年 7月 15日付で，学務部長から，「今夏教職員
及生徒児童の旅行抑制に関する件」が発せられ，「県外に亘る教職員及児童の団体旅行は特
に指示するものの外当分の間之を中止又は延期すること」（『文書綴（3）．285頁』）とされ
た。新城小学校修学旅行は，1941（昭和 16）年は 5 月に 3 日間（方面は記載なし），1942
（昭和 17）年には 1泊 2日で「伊勢修学旅行」が実施されているが，1943（昭和 18）年か
ら 1948（昭和 23）年の 6年間は実施の記録はない。 














 開成小学校の「学校日誌」でも，戦後の修学旅行復活は同じく 1949（昭和 24）年で，「犬
山子ども博覧会（２日間）」に出かけている。その後は３日間が多いが，方面が記入されて






































































































  ―三重県(旧)東外城田村を事例に― 
 













   





人，世帯数 4,620(2005年国勢調査結果)である。現在の産     
業構成は（第 12表），総生産額で，92,708百万円で，その    
第 25図 東外城田村文書     構成比は第１次産業が 2.39%，第２次産業 75.36%，第３次
産業 26.36%であり，第２次産業の構成が高い。就業人口では，7,756人のうち第 1 次産業
が 9.8%，第 2次産業 36.5%，第 3次産業 52.7%である。総面積 40.94ｋ㎡で，土地利用は，




































          












     第 27図 玉城町全図 （出所：玉城町教育委員会 2006『私たちの玉城町』） 

















第 28図 玉城町部分図（「東外城田村文書」の「区長会関係綴」昭和 30年 4 月 10 日に添付のものから作成） 
 
東外城田村は，廃村時点で 531世帯，人口 3,224名であった。廃村前の人口流動状況を，
「東外城田村文書・寄留受付簿」によってみると, 戦中の 1944(昭和 19)年から「住民登録
法」が施行され「寄留法」が廃止される 1952(昭和 27)年 4月までの 8年 4か月で，流出が 
第 14表 東外城田村流出入人員(1944～1952年) 
 




る。なお，東原への流入は 33名であった。                   
「優良村調査書（1952 年）」によれば，農業を生業とする世帯が 399戸で 75%を占め，土
地構成は田畑地が 50%と純農村である。米麦作に適し，１戸当たりの耕地は，1 町 2 反 2
畝で，住民の貧富の差は少なく，民生は安定し勤勉である。文化程度は比較的高く，学校
教育施設，厚生施設等近村に劣らぬ状況にあり，青年団，婦人会活動は常識的で村治の発
　　　年 1944 1945 1946 1947 1948 1949 1950 1951 1952 計
出寄留者数 67 91 33 79 95 99 74 55 53 646










車店 5，衣料品 1，魚店 2，タイヤ修理 1，鉄工所 1，製茶工場 1，精米麦粉業 2，材木店 1，










（昭和 25）年の出席率は 97.85%である。中学校は 3ケ町村組合立７３）の 1校で，20教室，















業の状況は，専業農家 82戸，兼業農家 55戸で，兼業種類は，俸給々料 38，商業または製
造業 12，その他 5である。生産物の販売数量と商品化率を，1955年度農協販売実績によっ
て町が推定しているが（括弧内が商品化率を表す），米 1,125石(54%)，麦 28石(6%)，甘藷






































































   
１）東外城田小学校 
東外城田小学校の沿革は，次の通りである。 
 1887（明治 20）年 東原，蚊野，矢野の 3箇所に修業年限 3 年の簡易授業所ができる。  
 1892（明治 25）年 修業年限 4年の尋常科に変更し東外城田尋常小学校と称する。 
 1901（明治 34）年 分教室を廃止し全村児童を収容する校舎新築。 
 1903（明治 36）年 修業年限 4年の高等科を併設し東外城田尋常高等小学校と改称。 
 1908（明治 41）年 義務教育延長に伴い(6年)高等科を 2年とする。 
 1936（昭和 11）年 講堂および西校舎竣工。 
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 1937（昭和 12）年 北校舎竣工。 
 1938（昭和 13）年 中央校舎竣工，落成式挙行。 
 1941（昭和 16）年 国民学校令の実施により東外城田国民学校と改称。 
 1947（昭和 22）年 新学制の実施により東外城田村立東外城田小学校と改称。 
 1949（昭和 24）年 南校舎新築落成式挙行。 
 1955（昭和 30）年 町村合併により玉城町となり玉城町立外城田小学校と改称。     




  東外城田村大字○○学齢児童就学に関する同盟規約 
 第一条 当大字は学齢児童就学奨励及不就学の督責に関し特に此の同盟規約を設く 
 第二条 学齢児童保護者は尋常小学校未卒業の児童を保嬰の為不就学たらしめ又は欠席を為さしめざ
るものとす 
 第三条 当大字の居住民にして家計困難となり出席せしむること能わざる者に対し 第四条の学資を
支給す 
 第四条 支給すべき学資は総て当大字人民負担となし 其学資の種類並に金額は左の範囲内に於て之
を定む 
     但本条の支給は成るべく現品を以てし，時宜に依り金員を以てすることあるべし  
      種 目    一人当金額 
     教科書文具料   金八拾銭 
     弁当料      金五円 一日二十銭延日数二百五十日 





 第八条 第三条乃至第六条に規定する所は総て人民の総代の意見を聞き区長之を定む 
 第九条 本規約は之を村長に届け置くものとす 
 第十条 この規約は明治四十年十月一日より実施す 
  右規約の条々確定の証として一同左に記名捺印す 
       明治四十年九月十日    
                      (玉城町 2005，732頁) 





制百年史』によれば，1885（明治 18）年の，「学童児童の就学率」は 49.6%（男 65.8%，女



















































まってきた時期であるが，地域は祝賀ムードであった。7 月 11 日には，「御真影奉安設備









に議題として登場するが，1933（昭和 8）年２月 21 日に,請負金額 780 円と決定した（第
30・31図）。 






1934（昭和 9）年 2 月 19 日には，「昭和 9 年度予算編成に関する件」が議題となってい
るが，その中で，電話架設費概算として 623円（加入登記料 5円，設備費 150円，接続料
468円），ほかに維持料年額 124円で計 747円と記載されている。奉安殿建設費に近い金額 
であり，当時の東外城田村学校職員平均月俸が 56円 12銭（「事項書綴」：学校職員給与額






























重第 31図 東外城田小学校奉安殿平面図  重ねて，10月 25日決定に至っている。予算は 3    
「事項書綴」1932(昭和 7)年   万 5千円であった。 
      1936（昭和 11）年は，毎回のように小学校校舎・     








同で，普通加入区域内より加入の場合，登記料 5 円，設備費 120 円，電話使用料年額 48
円（5月 19日）となっている。 
















 1938（昭和 13）年 5月 1日，小学校落成式が行われた。当時の儀式の内容を知るために
式次第を記すと， 
  
１．村民生徒入場        ８．式辞            １５．一同敬礼 
 ２．来賓入場          ９．工事報告          １６．一同退場 
 ３．一同敬礼         １０．知事告辞           余興及び祝賀会 
 ４．挙式の辞         １１．来賓祝辞 
 ５．神宮宮城遙拝       １２．感謝状贈呈 
 ６．国歌合唱         １３．落成式の歌合唱 
 ７．勅語奉読         １４．閉式の辞 
                          （「事項書綴」1938（昭和 13）年） 
 
出席者は来賓 140名，一般村民 400名，学校生徒 703名であり，折り詰めとお酒が配ら
れ，建設費寄付者には風呂敷，生徒にも記念品が渡された。余興に関しては，「時局柄余興
に付各位の考慮を煩わしたし」としつつも，煙火 10発と福引きが行われた記録が残る。尚，
学校工事に関わる寄付は 172人からあり，うち 20円以上が 21人であった。戦雲のなかに




 1939（昭和 14）年 2 月 2 日には，「青年学校義務制実施に伴い専任教員設置」が決めら





 1941（昭和 16）年も戦死者の村葬が行われている。 
 1942（昭和 17）年の予算書には，旅費・修学旅行付添 3 人 20 円とある。教員の旅費で
あろう。12 月 25 日には，田丸町，有田村，下外城田村，城田村，東外城田村の町村長と
国民学校長，度会事務所長が組合立青年学校設置の件で協議を開始し，翌年 3月に村会で
加入を決定した。 
 1941（昭和 16）年 3月，小学校令が改正され国民学校令が公布された。皇国民錬成を目
標に戦時体制教育が小学校段階から開始された。当村でも東外城田国民学校と改称されて
いる。皇国の道を錬成させることをめざし，儀式・学校行事が重んじられた。『玉城町史』















観覧者も共にその態度につきよく指導を加えし為相当な効果を上げたことと思ふ   
と記している。                   （玉城町 2005．738頁） 
                                 
同小学校の 1943（昭和 18）年 3月 2日開催の学芸会プログラムは， 
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田丸町国民学校学芸会番組       
 １．国民儀礼             １０．劇  慰問袋      １８．劇   かひもの      
 ２．開会之辞             １１．音  海ゆかば     １９．剣舞  二題 
 ３．音  富士山 おもちゃの戦車         愛国行進曲    ２０．劇   風の神 
 ４．朗読  雪舟           １２．劇  佛印から来た   ２１．劇   陣中便り 
 5.．劇   北風と南風              ゴムマリ     ２２．音  スキーの唄 
 ６．音   母            １３．音  雪        ２３．劇    海を征く      
 ７．劇   安宅の関         １４．劇  ひよこ      ２４．音   全校合唱 
 ８．朗読  西は夕やけ        １５．劇  軍神九勇士を偲びて      「海ゆかば」 
 ９．劇   雪の日          １６．劇  朗らか新兵    ２５．閉会の辞 
                    １７．劇  嗚呼我が戦友   番外  レコード鑑賞   
                        （玉城町 2005． 738頁）      
                               
学校行事が，軍国色一色の様相を帯び，そのような内容であるからこそ非常時下に実施
ができたということである。 
 1940（昭和 15）～1945（昭和 20）年は，太平洋戦時下のためか，またはその他の事情か
定かではないが記載が少なく，あっても議題のみで協議結果の記入が少ない。 
1945（昭和 20）年 12月 27日には，「東外城田村国民学校昭和 20年度農業生産物現在報
告」の記載がある。勤労動員の生徒による食糧増産で，甘藷（梅ケ園 3５0貫，実習園 550
貫，分団園 463貫），種藷 150貫，給食 570貫，在庫 50貫，雑消 130貫とあり，使途がわ
かり興味深い。また，筍 46 貫 900 匁，米８俵２斗 5 升で，米の用途は，在庫 9 斗，屑 1
斗，種 1斗 5升，借種 1斗，麦種代 5斗 8升，給食及慰安会用 14斗 6升，職員仕丁販売 1
斗 6升であり，「右のうち 5斗を 20年末賞与として現物支給」と書かれており，終戦の年
の食糧事情を垣間見ることができる。 
村議会では 1946（昭和 21）年３月３日には，青年団への補助を 5百円とし，4月 4日に
演芸会を実施することを決定している。敗戦後の村民の士気高揚のためであろうか。同じ
村会では，公葬として各字寺院で春秋 2回慰霊祭を実施することも決定している。10月に
は，「村民秋季運動会」を 1,540円かけて開催しているが，これも士気高揚のためであろう。   
1945（昭和 20）年 12月には「神社に対する供進金等廃止の件」，終戦１年を経過した 1946
（昭和 21）年 8月には「奉安殿撤去に関する件」，12月には「表忠碑撤去に関する件」と


























































































満 24才までのものと，女子で中学卒業後同 22才までのものとする」と定められている。  
文部省の「学制百年史」によれば，1950（昭和 25）年の，高等学校進学率は 42.5%（全






（文 化 部）       （産 業 部）        （体 育 部） 
１月  文化祭研究発表会      文化祭創作品展示会      新春野球大会 
     成人式（中央公民館）                     原対西外城田チーム 
２月  世論調査          産業研究発表準備会 
                   藪の土入れ 
３月  映画鑑賞会         農業技術講演会      野球バレー大会（外城田地区） 
   料理講習会（女子） 
４月  時事講演会（青年学級）   筍堀り            先進地見学旅行 
５月  憲法発布記念        筍堀り            憲法発布記念卓球大会 
     リクリエーション大会    水稲苗代消毒 
     母の日青年婦人座談会 
６月                水稲苗代消毒 
７月  映画会           農業講座           陸上競技大会 
     夏祭り 
８月  盆行事           防虫害防除対策映画会  
     戦没者慰霊祭（円鏡寺） 
     旧墓地草刈り 藪の草削り     
９月  敬老会慰安演芸の会     農業講座           渡り鳥キャンプ 
１０月  会式行事          麦種消毒           運動会 
     （９月中に世論調査により決める） 甘藷堀り 
１１月  時事講演会（青年学級）   麦種消毒           駅伝競走 
     文化の日記念講演会     甘藷堀り 
     農家慰安映画会  
１２月  珠算大会          産業研究発表会        相撲大会 
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     年間反省報告会 

























































































































第 35図 宮田森（筆者撮影：2010年 8月） 第 36図 富士参り出発（朽羅神社・1961年）                          
（写真提供：黒井弘紀氏） 
ですから出発の日は村中総出で宮田森(第 35・36図)８１）まで見送りしたものです。宮田森 



























  甲班 会費 21,000円   乙班 会費 11,000円（東京から夜行で帰路）   


























第 38図 「富士参り出入控帳」1848(嘉永元)年 （水谷富彦氏蔵） 
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第 40図 昭和 31年富士登山同行者日待組帳箱   第 41図 外城田青年団富士登山関東信州旅行 
     （資料提供：西野武氏）            （1956年）  （写真提供：黒井弘紀氏） 

























































































 教国発第 692号 昭和 20年 12月 20日 
                       東京都教育局長 館林三喜男 
 各中等学校長 各市長区長 各支所長 













                        （千代田区教育委員会 1980．395-396頁） 
 
文部省では 12月 22日に各都道府県および学校長に通牒し，東京都では 1946（昭和 21）
年 1月 12日に文部省よりの指令を移牒して各区市町，各学校長に次のように通達した。 
 
 国家神道・神社神道ニ対スル政府ノ保証支援保全及監督並ニ弘布ノ禁止ニ関スル件 





































のである。学校における宮城遥拝については，1947(昭和 22)年 6月 3日「発学 239号」で，
儀式に際して学校が主催し，指導して行われた宮城遥拝，天皇陛下万歳は今後やめること
とするとの見解を示した（新宿区教育委員会 1976．604頁）。 
1940年（昭和 15）年６月 22日，文部省は 1943（昭和 18）年以降の修学旅行の制限を通
牒し，戦時下の修学旅行全面中止の時代に入った。伊勢神宮への修学旅行は 1940（昭和 15）
年に，1,943,516 人であったものが，1943（昭和 18）年には，半分近く（1,121,583 人）
に減少したが，依然としてこの年は 100万人を超えていた。しかし，翌年には 314,052 人，
1945(昭和 20)年には，81,612人，1946（昭和 21）年は，わずか 345人となり,1947（昭和












1946（昭和 21）年 1月 1日に，年頭詔書（終戦翌年頭に於ける詔書）で新日本建設の方
針と天皇神格化否定の詔書が発せられた。「人間宣言」と称せられているものである。同







い」と通達，翌 1948（昭和 23）年 8月 3日にも再度，「大阪軍政部からの指示もあり････
現下の情勢においては宿泊旅行は極力避けるべきである」（黒田 1990．62-63頁）とした。 













































1072-1073）。この修学旅行実施基準は，1953(昭和 28)年 3月 13日の通達で改正された(第
16表)。その内容は，小学校は日帰り，中学校・高等学校は時間によって定められていた。 









東京都の日野中学校(現・日野第一中学校)では新制中学発足の 1947(昭和 22)年 11月に
は，箱根に 1泊 2日，1948(昭和 23)年は 2泊 3日で日光，1949(昭和 24)年は関西（京都・
奈良）へ3泊4日で実施し，これが同校の最初の関西への修学旅行であった。しかし，1950(昭
和 25)年には再び 1泊 2日で日光になっている。東京都教育委員会の 3月 30日付の「学校
が行う見学，遠足，旅行について」の方針によったものと思われる。尚,1951(昭和 26)年
以降は,すべて関西方面となり 1 泊 2 日乃至 2 泊 3 日(除く：車中泊)で実施されており，
1954(昭和 29)年より 72時間以内という基準緩和をうけて 3泊 4日で実施し，1959(昭和 34)
年以降は，修学旅行専用列車「ひので号」を利用している｡ 
豊田小学校(現・日野第二小学校)では，1948・49(昭和 23・24)年，箱根 1泊 2日，1950
年から 53(昭和 25 から 28)年，江ノ島，鎌倉，日光への日帰り，1954 年から 64(昭和 29






現し，目的地は大島(船中泊，宿舎 1 泊)，日光(1 泊 2 日)から始まった。費用が出せない
ために不参加となる生徒もいて，友達が協同して農家の手伝いをして級友の費用をねん出
するという例もあった。第一中学校は，1953(昭和 28)年 5月，初めて 3年生の関西修学旅
行を 3泊 4日で実施した(武蔵野市教育委員会 1991．163-165頁)。 
練馬区の現・旭丘中学校（当時・開進第三・練馬東中学校）は，1949年から 51(昭和 24
から 26)年は日光，1952(昭和 27)年，松島・飯坂，豊玉中学校は 1949(昭和 24)年松島，1950・

























はらんでいた。交通関係の事故が続発したのである。1954（昭和 29）年 9月 26日，青函
連絡船「洞爺丸」事故が発生，1955（昭和 30）年 5月 11日には，国鉄宇高連絡船「紫雲


















  イ． 国民教育的見地から国の文化中心地または重要地を見聞する経験を持たせること。 
  ロ．教科学習を直接経験によって拡充すること。 
  ハ．旅行を通じて保健衛生，集団行動，安全教育など心身の訓練を行うこと。 
  ニ．学校生活の印象を豊かにすること。 




















































































































生徒数は，2005（平成 17）年には 362万 6千人であるが，ピーク時の 1962(昭和 37)年に











































伊勢神宮への修学旅行来訪人員（第 1表）は，1944（昭和 19）年以降 100万人を割り込
み，戦後 1947（昭和 22）年から 1951(昭和 26)年までは来訪記録がないが，1952（昭和 27）
年に 844,360 人を示した。その後，年によって増減はあるものの 1960（昭和 35）年には
1,125,569人と，「参宮旅行」として修学旅行が行われた戦前の最高である 1939（昭和 14）
年の半分まで回復した後，減少傾向をたどっていく。 
愛知県新城地区においては，新城小学校が 1953（昭和 28）年，開成小学校が 1952（昭












































万人前後に落ち込んだが，第 59 回式年遷宮の 1953（昭和 28）年には，4,820,192 人とな

























































































































































































































































































藷増産へ 一億特攻 準備よし 二十七億へ猛進（2月 27日：伊勢新聞掲載日，以下同じ）」
などの食糧増産，娯楽の自粛に関する記事が目につく。中でも「見よこの悲惨な食糧事情 























んへ 今日明るい慰安の会 本社主催(11月 25日)」のような，市民のお祭りが開催され，
「爆音の聞こえぬ平和な新春を迎える」雰囲気の高まっている年末であった。 
この年のニュースとしては「天皇陛下 畏し皇祖の大御前に親しく終戦を御奉告 平和















第 42図 映画広告 伊勢新聞 1946(昭和 21)年 2月 14日 




982,024 人で 100 万人に迫る回復を見せた（第 1 表）。主権回復を果たし，明るい雰囲気
の感じられる年である。 
日本復興が進み，所得倍増計画が発表される 1960（昭和 35）年はどんな正月を迎えたの
だろう。「1960年にかける観光地の夢(1月 1日)」「初春 各地の表情 伊勢市内は車の







 (1)修学旅行は専用車で 県でも準備始める 国鉄も新造を承知(1月 15日) 
 (2)とりあえず湘南型で 修学旅行専用車 新車は６月以降(1月 16日) 
 (3)修学旅行の交通訓練 鎌田中(5月 18日) 



















 これらのほか，この時代（1960年）の世相として，次の記事にも注目しておきたい。  
 
 (1)卒業後はわが社へ 新卒生引っ張りだこ 熊野地方へどっと求人(2月 4日) 
 (2)ほとんど地元離れる 伊賀地方の中卒者 続々就職先へ出発(3月 24日) 
 (3)新卒者は奪い合い（伊勢地方の求人求職状況）(9月 17日) 
 (4)足らない中学校教室 多い『戦争の落とし子』小学校 6年生(1月 13日) 
 (5)すし詰め教室なくせ(2月 5日) 








楽と催し物で彩る きのう憲法記念日の日曜日(1953年 5月 4日)」「遊覧船は超満員 志
摩は今年最高の人出(1953 年 5月 4日)」と行楽シーズンとしても定着を見せ，「始まった
飛び石連休 出足はまず好調 湯の山，伊勢志摩人の波(1960 年 4 月 30 日)」「飛び石連



















































































行楽的色彩の強い広告は，1952（昭和 27）年 4月 8日，三重交通によって出されている。
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図），「６ヶ月払いでナショナルラジオを（正価 9,000 円，13,000 円，17,500 円）」(第 48
図)の広告が掲載され，日帰り行楽とラジオが人びとの楽しみの中心であった。 
第 46図 伊勢新聞           第 47図 伊勢新聞 1952（昭和 27）年 6月 25日 








第 48図 伊勢新聞 1952（昭和 27）年 5月 25 日 
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第 49図 伊勢新聞 1953（昭和 28）年 9月 13日      第 50 図 伊勢新聞 1953（昭和 28）年 5月 23日） 









第 52図 伊勢新聞 1960年(昭和 35)年 6月 23日   
 「ご家族そろって『空の旅』ご招待 ナショナルトランジスタラジオ（２月 18日）」「テ
レビ 10 台当てましょう 不二家のミルキー（5 月 23 日）」(第 50 図)の広告が掲載されて
いるが，旅行やテレビが庶民の憧れであったことを示す。テレビ放送が開始されたのはこ
の年であり，戦後 10年近く経過し，消費意欲が高まっていることがうかがえる。 
1960（昭和 35）年１月 21 日の旅行広告では，三重交通が「豊かな史蹟と温泉を訪ねて 
伊豆半島めぐり 三重県各地発（夜行バス），修善寺（朝食・入浴）・堂ヶ島・石廊崎・下
田・伊東・熱海（泊）元箱根・三重県各地のコースで夜行バス１泊，旅館１泊の３日間，
























志摩電気鉄道および伊賀自動車が合併して誕生した（三重交通株式会社 1974．23 頁）。 
1951(昭和 26)年 7月 1日「道路運送法(法律第 183号)」が施行され，一般貸切旅客自動
車運送事業（貸切バス営業）が明確化された。1952(昭和 27)年 7 月 18 日「旅行あっ旋業
法(法律第 239号)」が制定され,翌年 1月 1日から施行された。これによって，運送業者の
旅行あっ旋業兼業が禁止され，旅行あっ旋を基幹事業とする別会社の設立に迫られた。こ
うした状況下，三重交通バス稼働向上を目的として 1953(昭和 28)年 12月 15日，三重交通
観光社が設立された。 
1953(昭和 28)年には，第 59 回神宮式年遷宮が行われ，三重交通では予想される観光客
増加に備え新車を購入し輸送体制を整えた。伊勢神宮参拝客は，終戦の 1945（昭和 20）年，
1,571,025 人，1947（昭和 22）には 835,636 人まで落ち込んでいたが，この年 4,820,192
人に回復した(第 1表)。この増車によって式年遷宮後のバス稼働対策に迫られた。そこで











温泉 3泊 4日 1,000キロの旅」が実施され，貸切バスによる長距離旅行の可能性を示した。
一方で，1956（昭和 31）年 11月から 5カ月間実施された「五色園 1泊と名古屋市内遊覧」
は，1 泊 3 食 600 円（米１升持参）とうたわれており，当時の食糧事情をしのばせるが，
そんな中でも旅行需要の高まりを感じさせる。長距離旅行はその後も，1956（昭和 31）年








と移行した。1965（昭和 40）年 12 月から 2 カ月間実施
された「白浜温泉めぐり」は参加者 24,200人，「伊豆ス
カイラインと箱根小涌園」が 9,000 人，2 コースあわせ
て，動いた貸切バス台数は 732両という状況を示すにい
第 53 図 「三交パルック」チラシ  たった。1971（昭和 46）年には設定コース 30 前後まで
（1975 年夏）提供:三重交通広報部   成長し，同年 10月には「会員募集」を「三交パルック」






















































































































































































































                                                   
１ 本稿では，「昭和前半期」を所得倍増計画を池田内閣が閣議決定した 1960（昭和 35）年まで，「戦前期」を太平
洋戦争開戦前，「戦中期」を太平洋戦争開戦から終戦まで，「戦後復興期」を終戦から 1960(昭和 35)年までとする。 
２ 「ツーリズム」を，観光，レクリエーション，保養・休養を目的とした旅行として使用。 
３ 1)長谷川教佐 1999a.b，2)山口 2010，3)橋本 2007，4)森 2010，など研究蓄積は多い。 
４ 1)菊池 2003，2) 野瀬・古谷 2003, 3)小島 2008, など研究蓄積は多い。 











も戦況が不利になるまでは生じていたことを指摘している。３）井上寿一 (2011)は，1926 から 1945 年を「暗い
時代の明るい日常生活」として，戦前昭和の大衆消費社会は，今日の日本社会の原点であるとする。 










把握することができる（見田 2012． 157頁）。 






は品性の陶冶といふ上から見ても意義の深いものであるから行ってよい」と位置づけている。    
1942(昭和 17)年 6月 19日，文部次官通牒，発文 97号「国民学校中等学校等ノ夏季休業休止並教職員生徒児童ノ旅
行及各種会合ノ取扱ニ関スル件」で「教職員児童生徒の団体旅行」として「宮城遥拝，伊勢神宮参拝ノ為ニスル旅
行ニアリテハ三日ヲ超ユルコトヲ得ル」と明記された。 








１５ 異なる見方もあり，たとえば，国立歴史民俗博物館（2008． 48頁）では，1882（明治 15）年に栃木県の中学校
が,東京上野の「第２回勧業博覧会」を見学したのが修学旅行の始まりとしている。 
１６ 1953（昭和 28）年，ＮＨＫと日本テレビがテレビ放送を開始した｡受信契約数は 1958（昭和 33）年 100万件，1960
（昭和 35）年 500万件，1962（昭和 37）年，1,000万件，1967（昭和 42）年 2,000万件をそれぞれ超えた｡カラー









２２ 『国体の本義』は，文部省により 1937 年 4～5 月に 50 万部が,1943 年時点で 173 万部が発行された。中等学校入
学試験の参考書となるなど，当時の国民に国体史観を根づかせる上で大きな影響を与えた。『臣民の道』は，1941
年 7月，文部省教学局発行で『国体の本義』の実践版であり，戦時下国民生活のあり方を示した。当初 3万部発行，
1943年段階の解説書発行部数は 147万部（清水 2008．145頁）。 
２３ 第Ⅳ章参照。 
２４ 1945（昭和 20）年 3月に，閣議決定された「決戦教育措置要綱」（学徒をして国民防衛の一翼たらしむと共に真 





教育訓練が行われた（久保 2006．612-614頁，清水 2008．156頁）。 
２５ ある時は占領軍のジープが下乗札をしりめに殿舎の前まで乗り付けても，かつては日本人には写真撮影も厳しく
とがめていた衛士たちは，遠巻きにこの光景を眺めているだけであった（藤谷 1980．252頁）。 
２６ 「宇治山田市」の市制施行は 1906年。1955（昭和 30）年，「伊勢市」と改称された。 
２７ (1)1935(昭和 10)年 11月，三重県議会は「学童の神宮参拝につき県会審議」を行い，その必要性を政府関係者に
説き同意を得た。その結果，各府県ごとに代表児童団で列車を仕立て乗車賃は無賃(1937年 6月 12日鉄道省告示)
となり，全国児童の神宮参拝が実施された(三重県 1991． 302-303頁)。 (2)宇治山田市教育会は，神宮参拝を通
して皇国精神を体認させるとして，全国児童の神宮総参宮提唱運動を行っていた (伊勢市 1968．328頁) 
２８ (1)目黒区では，1934 年の八雲尋常小学校卒業生 127 名中，修学旅行参加者は 50 名(参加率 39.4%)であり参加は
希望によった。1935 年には，区が伊勢参宮費補助金制度で全員参加をめざし,1942 年には補助金をアップしたが，




３０  いずれも，現在筆者所蔵。 





                                                                                                                                                     
３３ 御師・檀那の関係をもたない参宮客を宿泊させた宿のこと（宇治山田市 1929．606頁）。 
３４ 山田駅は，1897（明治 30）年 11 月 11 日，伊勢参りの表玄関口として開業。1930（昭和 5）年 12 月，参宮急行
電鉄（現，近畿日本鉄道）の大阪（上本町）・山田間開通に伴い共同使用駅となった。1959（昭和 34）年に伊勢市
駅と改称した。 
３５ 1907（明治 40）年，国有に移籍。亀山以南の線路は参宮線として鉄道院のものとなった。1911（明治 44）年，山
田・二見・鳥羽間開通。 
３６ 伊勢神宮に参拝する者は，その前に二見浦で禊ぎを行うのが慣わしであった。それに代わるものとして二見興玉 
  神社で無垢塩祓いを受ける（二見興玉神社社務所）。  








４０ 栞の表紙は「参宮の栞 附奈良・京都 足立区小学校参宮旅行団 昭和十二年」。裏面には第五小学校の児童の







神宮の参拝・遙拝等，神宮奉頌のため合唱する曲として制定されたもの。文部省制定」 (神道文化会 HP)｡ 





４６ 北村勇氏談。1925（大正 14）年生まれ。木工職人（ご神木の函，表具の一部などを作成）。昭和 10年代山田駅の
近くに居住（インタビュー日：2010年 3月 8日）。 
４７ 篠崎元宏氏談：外宮前旅館・山田館代表(インタビュー日：2010年 3月 8日)｡ 
４８ 列車番号 1000番台の不定期列車。定期列車に 10分程度の差で続行し多客期及び団体輸送時に運転。したがって，
川口第三尋常小学校が利用したのは「1241列車」ということになる。 
４９ 連合の修学旅行も 1校として記載されており，構成する学校数は不明。学校数としてはさらに多くなる。 
５０ 太田修（2012．227-229頁）は，大邱公立女子高等普通学校の学生の 1937年の日記の読解を通して，朝鮮人女子
学生が「国民」「愛国子女」となることはどのようなことだったのかを明らかにすることを試みている。その日記





ない第二種訓導(尋常小学校レベルのみ担当。第一種は高等科も担当可)の養成機関(稲葉 2005． 65-66頁)｡ 





                                                                                                                                                     
参拝数は，14,277校，1,286,155人と神宮広報のものと総数でほぼ一致しており,この数値を使用した。 









５８  郵税は郵便料金の旧称。 
５９  篠崎元宏氏談：外宮前旅館・山田館代表(インタビュー日：2010年 3月 8日)｡ 
６０ 旅籠や商家が立ちならび，人馬の行き交うありさまからきた言葉といわれる。往来する馬を浪にたとえ，その馬
の浪が入ったり出たりする新城を山の湊といったものである（新城市三十年誌編集委員会 1990．578頁） 
６１  現・新城市立八名小学校。1962（昭和 37）年，清水野小学校と富岡小学校が合併して八名小学校となった。 
６２ 「学校日誌」によれば，実際には雨のため耐熱遠足は中止され，除草作業となった。 
６３ 日にち別に記載の「勤労作業」の中に「砂遊び」とあるのは，「砂運び」が正当であると考えられる。 




６６ 1940(昭和 15)年 11月下旬，朝日新聞通信網を通じて調査用紙を配布して約 1 か月で回収されたもの｡（南 1988）
に収録されている。 





から教育改革をすすめる会代表（インタビュー日 2009年 8月 7日，於：新城市）。 
７１ 前掲 16）｡ 
７２ 1985年 10月１日，12,141人，1995年，13,313人，2005年，14,888人，2007年，15,360人（玉城町ＨＰ）。 
７３ 田丸町，東外城田村，有田村の３ケ町村。 
７４ 1935(昭和 10)年，初めて山田・佐奈間(東原経由)にバスが開通したが，1940(昭和 15)年ガソリン不足で運行中止





７７ 三重県全体の電話加入者数は，1935(昭和 10)年，12,632件，1950(昭和 15)年 14,250であり，東外城田村は 
1950(昭和 15)年でわずか 10件である（「三重県統計書昭和 15年版」）。同統計書の住戸数をもとに，1940年に 
おける電話 1台当たりの住戸数をみると，三重県全体で 17.0戸，東外城田村は 47.6戸である。 
７８ 東原に所在する「東外城田郵便局](1925年 2月 1日開局)に電話が架設されたのが 1937(昭和 12)年 11月であった
(原老人会 1977．12-13頁)。 
７９ 2010年 8月 8日，「原老人会」(会長：西野武氏)41名の出席を得てインタビューを行った。出席者の内訳は，大 







                                                                                                                                                     
８３ 東外城田村は合併によって玉城町外城田となった。 
８４ 原の水谷富彦氏宅には，1848（嘉永元）年の「富士参り出入控帳」が残っている。 
８５ 農休日を「日待ち」と呼んでいる｡特に男たちは「日待ち」といえば会食をしていた（玉城町 2005．876頁）。 
８６  西野武氏談：原老人会長（インタビュー日：2010年 8月 8日）｡ 




年 3月 8日）。 
９０ 北村勇氏談：1925（大正 14）年生まれ。木工職人（ご神木の函，表具の一部などを作成）。昭和 10年代山田駅の
近くに居住（インタビュー日：2010年 3月 8日）。 
９１ 篠崎元宏氏談: 外宮前旅館・山田館代表(インタビュー日：2010年 3月 8日)｡ 
９２  早田雅子氏談：1928（昭和 3）年生まれ。1965（昭和 40）年より 22年間「だるまや」で勤務（インタビュー日
2010年 3月 8日）｡ 
９３ お木曳き：神領民が御用材を両宮に曳き入れる行事。外宮は「陸曳き」，内宮は「川曳き」が行われる。 
お白石持：完成した御正殿が建つ御敷地にお白石を奉献する行事。 
９４ 篠崎元宏氏談: 外宮前旅館・山田館代表(インタビュー日：2010年 3月 8日)｡ 
９５ 1878（明治 11）年創業の三重県の県域紙。本社三重県津市。現・発行部数約 11万部（2009年）。  
９６ 三重県立図書館所蔵。 
９７ その後の戦後復興期における皇室の伊勢神宮参拝は，1952(昭和 27)年 6月，「天皇陛下 日本の独立と平和を神
宮に御報告・御祈願」，1954(昭和 29)年 4月，「天皇・皇后両陛下御参拝」，1959(昭和 34)年 4月，「皇太子殿下
と美智子妃殿下が神宮に御成婚奉告」(三重県 1964．596頁)。 
９８ 藤原茂久氏談: 三重交通広報部（インタビュー日：2013年 3月 15日）。       
９９ 前掲 79)。 
１００ 1975（昭和 50）年頃から，三重県下で三交パルック同様販売されていたバス旅行のブランド名（主催会社は三重
旅行企画株式会社）。 
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